
(特定機器）
共同利用コード
及び機器名称

担当教員
(○責任者）

利用条件等
申請
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2027-M-01
低消費電力型データロガー

HKS-9700a-0505 30 台 〇蔵下 英司 随時

2027-M-02
HKS-9700a-0505専用レナーツ地
震計(1Hz)

LE-3Dlite MkⅡ 20 台 〇蔵下 英司 随時

2027-M-03
HKS-9700a-0505専用レナーツ地
震計(1Hz)

LE-3Dlite MkⅢ 10 台 〇蔵下 英司 随時

2027-M-04
小型データ収録装置(ペリカン
BOX入り）

LS-8800 52 台 〇蔵下 英司 随時

2027-M-05
LS-8800(ペリカンBOX入り）専
用レナーツ地震計(1Hz)

LE-3Dlite MkⅢ 59 台 〇蔵下 英司 随時

2027-M-06
小型データ収録装置（青色コンテ
ナ入り）

LS-8800 35 台 〇蔵下 英司 随時

2027-M-07
LS-8800（青色コンテナ入り）専
用レナーツ地震計(1Hz)

LE-3Dlite MkII 35 台 〇蔵下 英司 随時

【別表M】2027年度　特定機器 一覧表

本別表に記載の特定機器について、2 ヵ月以上の長期利用を希望する場合には、利用希望年度の前年度に行われる特定
機器利用公募に申請してください。2 ヵ月未満の短期利用については、随時、申請を受け付けています。

本施設、機器、装置を利用し、実施された研究に関する論文等を発表される場合は、 謝辞に「東京大学地震研究所共同
利用により援助を受けた」旨記載してください。また、その別刷（PDF、配布元URL情報でも可）又はデータ等は、本
研究所研究支援チーム（共同利用担当）に提出してください。

（謝辞記載例：共同利用コード｢202X-M-01」および「202X-M-02｣の観測機器を使用した場合）
【英文】：下のいずれか
・This study was supported by ERI JURP 202X-M-01 and 202X-M-02 in Earthquake Research Institute, the University of
Tokyo.
・This study was funded by Earthquake Res. Inst., the University of Tokyo, Joint Research program 202X-M-01 and
202X-M-02.
【和文】：本研究は東京大学地震研究所共同利用(202X-M-01,202X-M-02)の援助をうけました。

機器に関する情報
(型番、台数等)
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2027-M-08
LS-8800（青色コンテナ入り）専
用レナーツ地震計(1Hz)

LE-3Dlite MkⅢ 10 台 〇蔵下 英司 随時

2027-M-09
単チャンネル式高精度データ収録
装置

LS-8200SD 174 台 〇蔵下 英司 随時

2027-M-10
LS-8200SD専用地震計 (4.5Hz，
上下動成分)

SG820 175 台 〇蔵下 英司 随時

2027-M-11
独立型地震観測装置

GSX-3 50 台 〇蔵下 英司 随時

2027-M-12
GSX-3専用地震計 (4.5Hz,3成分)

GS-11D-3C 50 台 〇蔵下 英司 随時

2027-M-13
GSX-3専用地震計（1Hz，3成分）

GS-1 3C SeisMonitor 2 台 〇蔵下 英司 随時

2027-M-14
GSX-3専用レナーツ地震計(1Hz)

LE-3Dlite MkII 54 台 〇蔵下 英司 随時

2027-M-15
GSX-3専用レナーツ地震計(1Hz)

LE-3Dlite MkⅢ 10 台 〇蔵下 英司 随時

2027-M-16
Nanometrics データロガー

Centaur digital recorder 6 台 〇蔵下 英司 随時

2027-M-17
広帯域地震計

Trillium-120PA 6 台 〇蔵下 英司 随時

2027-M-18
広帯域地震計

Trillium-120QA 15 台 〇蔵下 英司 随時

2027-M-19
地震火山観測用計測ユニット（コ
ントローラ）

LF-1100R 9 台 〇蔵下 英司 随時

2027-M-20
地震火山観測用計測ユニット（デ
ジタイザ）

LF-2100R 9 台 〇蔵下 英司 随時
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